　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録
	
	院 長
	課 長
	主 任
	

	平成１７年　２月　２３日　（水）
	
	
	

	司会　清川　真澄　　記録　天野　利恵
	
	
	


	藤原香
	松　沢
	鶴ヶ崎
	村　舘
	木村文
	清　川
	高橋則
	鈴木匡
	濱　谷
	岡　田

	○
	深夜
	公休
	準夜
	準夜
	　○
	公休
	○
	年休
	準夜

	山　地
	池　田
	赤　坂
	上　口
	上　澤
	天　野
	阿部香
	三浦雪
	田　島
	小田

	公休
	○


	年休
	皮膚科
	洗濯
	○
	公休
	欠勤
	公休
	公休


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 佐々木　善孝様～2/28よりＣⅡ→ＣⅢ（Ａ⑦→Ｂ④）へ変更になります。作業は旧作業棟になります。

· 夜勤の休憩時間は、医事室前の遠赤外線ストーブをセルリアンに持って行き使用し、使用後はきちんと戻して下さい。

· 火曜日に服薬ボードを集めていますが、１日分の方は預からなくてもいいです。

· 大上　なみ様～シンラック液２本処方となっています。

＜服薬ミーティング＞

・小坂　君子様～薬剤師：排便状態を「ご本人より、カマを飲んでいるけど、シンラックを飲むと下痢をする」と情報提供して頂いています。

病棟：「最近では毎日排便があり、長い便秘はなくなってきています。時折下痢をしていると訴えて来られる事があります。シンラックは毎日ではないが、服用する時は１５滴です。」

川端Ｄｒ：「カマはこのまま継続します。シンラックは排便の無い日の２日目の夜に１５滴で様子を見ていきましょう。排便あった場合はシンラック止めてください。」

※診察後、センナリド２Ｔ　１×ｖｄｓは、本日より1Ｔに変更となっています。

・浅野　秀子様～薬剤師：「現在ウブレチドを飲んでいて、排尿については良いと話されています。副作用が出やすい薬で、下痢をしたり、お腹が痛くなったり、よだれが出たりする事があります。資料を持って来たので読んでみて下さい。」

病棟：「最近では、排尿状態について良いと本人は話されており、笑顔が見られています。」

川端Ｄｒ：「副作用で尿閉になっているのかもしれませんね。腹部診察してみます。」

※診察後、ウブレチド２Ｔ　２×ｎｄｅは継続処方で以後

　定期となっています。

※ウブレチド錠使用時の注意事項

・初期症状があらわれた場合は直ちに投与中止

（腹痛・下痢・発汗・唾液分泌過多・縮瞳・呼吸困難・血清コリンエステラーゼの低下等）

・重大な副作用

本剤による急性中毒症状としてコリン作動性クリ－ゼ（頻度不明・初期症状：腹痛・下痢・発汗・唾液分泌過多・縮瞳・呼吸困難・血清コリンエステラーゼの低下等）があらわれることがある。このような場合は直ちに投与中止し、硫酸アトロピン0.5～１mg（患者の症状に合わせて適宜±増量）を静脈内投与する。さらに、必要に応じて人工呼吸又は気管切開等を行い気道を確保すること。

・投与中止にて症状が改善しない場合

1必要に応じて硫酸アトロピン0.5～１mgを静脈内投与

2呼吸困難がある場合には、必要に応じて人工呼吸・気管切開により気道を確保する等、厳重な呼吸管理

※様子観察し、症状出現時は、主治医に報告して下さい。

・佐々木　淳様～病棟：「眠気が強く、夕方など寝ていることが多いようです。夜間は眠ることは出来ています。」

川端Ｄｒ：「気分障害がある方かもしれませんね。このまま経過観察していきます。」
















